
告

示

一
般
国
道

三
九
九
号

路
線
名

相
馬
郡
飯
舘
村
大
字
飯
樋

字
前
田
四
二
〇
番
四
地
先

か
ら

同

郡
同

村
大
字
飯
樋

字
前
田
一
三
二
番
地
先
ま

で
区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
四
・
五
〜

三
六
・
二

六
・
〇
〜

二
一
・
四

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
六
〇
・
〇

一
六
〇
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

福
島
県
告
示
第
百
三
十
一
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名
称

所
在
地

認
定
有
効
期
限

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
福
島

須
賀
川
市
芦
田
塚
一
三

平
成
二
五
年
二
月
二
八
日

病
院

(

医
療
看
護
課)

福
島
県
告
示
第
百
三
十
二
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名
称

所
在
地

認
定
有
効
期
限

医
療
法
人
辰
星
会
枡
記
念
病
院

二
本
松
市
住
吉
一
〇
〇

平
成
二
五
年
三
月
八
日

(

医
療
看
護
課)

福
島
県
告
示
第
百
三
十
三
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
請
戸
川
土
地
改
良
区
が
両
竹
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業(

農
業
用
用
排
水

施
設)

に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日
認

可
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
三
十
四
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
に
よ
り
救

急
病
院
を
認
定
し
た
件
二
件

一
五
八

○
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
す
る
こ
と

を
認
可
し
た
件

一
五
八

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
二
件

一
五
八

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証

の
申
請
が
あ
っ
た
件
二
件

一
五
九

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
件

一
五
九

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た

件

一
六
〇

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
相
談

支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を

変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

一
六
〇

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
自
立

支
援
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

一
六
一

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
自
立

支
援
医
療
機
関
が
指
定
を
辞
退
し
た
件

一
六
一

福
島
県
議
会

○
福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
六
一

正

誤

○
平
成
十
九
年
十
二
月
十
八
日
付
け
定
例

第
千
九
百
三
十
七
号
中

一
六
二

○
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
付
け
号

外
第
二
十
四
号
中

一
六
二



県
道
い
わ

き
石
川
線

路
線
名

公

告
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
八

仙
無
番
地
先
か
ら

同

市
常
磐
湯
本
町
三

函
二
八
七
番
四
地
先
ま
で

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
台

ノ
山
四
三
番
一
地
先
か
ら

同

市
常
磐
湯
本
町
三

函
二
八
七
番
四
地
先
ま
で

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
八

仙
無
番
地
先
か
ら

同

市
常
磐
湯
本
町
三

函
二
八
七
番
四
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

一
三
・
〇
〜

一
九
・
五

Ｂ

一
六
・
二
〜

四
一
・
〇

Ａ

一
三
・
〇
〜

一
九
・
五

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
〇
七
・
九

五
一
一
・
〇

二
〇
七
・
九

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
三
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(
道
路
計
画
課)

公
告
第
九
十
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三

代
表
者
の
氏
名

緑
川

摂
生

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
白
河
市
表
郷
金
山
字
竹
ノ
内
八
十
二
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

当
法
人
は
、
表
郷
地
域
を｢

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た｣

と
実
感
で
き

る
地
域
に
す
る
た
め
、
住
民
自
ら
が
必
要
な
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
立
し
た

地
域
共
同
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
九
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ン
プ

三

代
表
者
の
氏
名

吉
田

拓
也

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
平
下
神
谷
字
岸
前
七
十
七
番
地
の
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
元
市
民
が
活
動
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
よ
り
、
地
域
が
活
性
化
し
共

生
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
構
築
す
る｢

ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り｣

を
大
き
な
活
動
の
目
的
と
す

る
。
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
子
育
て
支
援
、
ふ
る
さ
と
誘
致
、
自
然
環
境
保
護
、

エ
コ
推
進
活
動
、
ア
ー
ト
活
動
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
市
民
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
自
分
だ
け
の
た
め
で
は
な
く
他
人
の
た
め
に
行
動
し
、
連
携
で
き
る
人
間

力
の
向
上
を
目
指
す
。
ま
た
、
地
球
に
生
き
る
市
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
次
の
世
代
を
担
う
未
来
の

子
供
た
ち
へ
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
九
十
二
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
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福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所

事
業
所
の

事
業
者

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の

の
名
称

所

在

地

の
名
称

た
る
事
務
所

指
定
年
月
日

の
種
類

主
た
る
対
象

の
所
在
地

者

ア
ー
ス

郡
山
市
桑
野

ア
ー
ス

東
京
都
渋
谷

平
成
二
二
年

居
宅
介
護

特
定
な
し

サ
ポ
ー

二
│
二
二
│

サ
ポ
ー

区
本
町
一
│

三
月
一
日

重
度
訪

ト
株
式

一

ト
株
式

八
│
七

問
介
護

会
社
郡

会
社

山
在
宅

サ
ー
ビ

ス
セ
ン

タ
ー

ア
ー
ス

い
わ
き
市
平

同

同

同

同

同

サ
ポ
ー

祢
宜
一
│
二

ト
株
式

会
社
い

わ
き
在

宅
サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ
ー

訪
問
介

福
島
市
笹
谷

株
式
会

福
島
県
福
島

同

同

同

護
事
業

字
谷
地
前
二

社
お
お

市
笹
谷
字
谷

所
お
お

二
│
四
〇
エ

と
り

地
前
二
二
│

と
り

ス
テ
ー
ト
笹

四
〇

谷
Ｖ
Ｅ
１
０

２
号

訪
問
介

西
白
河
郡
西

フ
ジ
ケ

同

県
郡
山

同

同

同

護
事
業

郷
村
大
字
小

ア
サ
ー

市
喜
久
田
町

所
ひ
ま

田
倉
字
小
田

ビ
ス
株

卸
一
│
一
一

わ
り

倉
原
三
五
│

式
会
社

七
│
一

七
シ
ニ
ア
ホ

ー
ム
こ
も
れ

び
内

(

障
が
い
福
祉
課)

公
告
第
九
十
三
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所

変
更
前
の

変
更
後
の

事
業
者

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の

の
名
称

事
業
所
の

事
業
所
の

の
名
称

た
る
事
務
所

の
種
類

主
た
る
対
象

所

在

地

所

在

地

の
所
在
地

者

社
会
福

本
宮
市
本
宮

本
宮
市
本
宮

社
会
福

福
島
県
本
宮

居
宅
介
護

特
定
な
し

祉
法
人

字
馬
場
七
四

字
千
代
田
六

祉
法
人

市
本
宮
字
千

重
度
訪

本
宮
市

│
一

〇
│
一

本
宮
市

代
田
六
〇
│

問
介
護

社
会
福

社
会
福

一

祉
協
議

祉
協
議

会
居
宅

会

介
護
事

業
所

(

障
が
い
福
祉
課)

公
告
第
九
十
四
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
指
定
相
談
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所
の
名

変
更
前
の
事
業

変
更
後
の
事
業

事
業
者
の

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス
の

称

所
の
所
在
地

所
の
所
在
地

名

称

た
る
事
務
所

主
た
る
対
象

の
所
在
地

者

な
な
い
ろ
く

い
わ
き
市
平
谷

い
わ
き
市
平
上

合
資
会
社

福
島
県
い
わ

特
定
な
し

れ
よ
ん
福
祉

川
瀬
字
泉
町
三

荒
川
字
長
尾
七

ひ
よ
り
サ

き
市
平
上
荒

セ
ン
タ
ー

七
│
Ａ
│
七

四
│
八

ー
ビ
ス

川
字
長
尾
七

四
│
八
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福
島
県
議
会

(

障
が
い
福
祉
課)

公
告
第
九
十
五
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

自
立
支
援

主
と
し
て
担
当

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

医
療
の

指
定
す
る

す
る
医
師
又
は

種

類

診
療
科
名

歯

科

医

師

や
ぎ
ぬ
ま
心
療

郡
山
市
富
田
町

平
成
二
二
年

精
神
通
院

精
神
科
・

内
科

字
下
曲
田
四
│

三
月
一
日

医
療

心
療
内
科
・

一

内
科

ク
ロ
ー
バ
ー
薬

福
島
市
松
川
町

同

育
成
医
療

調
剤

局
松
川
店

字
土
腐
六
│
二

更
生
医
療

精
神
通
院

医
療

キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

同

市
早
稲
町

同

同

同

堂
薬
局
ラ
ヴ
ィ

四
│
一
六

ラ

バ
レ
店

ヴ
ィ
バ
レ
一
番

丁
一
階

ク
オ
ー
ル
薬
局

郡
山
市
富
田
町

同

精
神
通
院

同

郡
山
北
店

字
下
双
又
一
五

医
療

│
三

訪
問
看
護
ス
テ

同

市
亀
田
西

同

同

訪
問
看
護

ー
シ
ョ
ン
亀
田

六
七

訪
問
看
護
ス
テ

南
相
馬
市
原
町

同

育
成
医
療

同

ー
シ
ョ
ン
ゆ
う

区
西
町
一
│
四

更
生
医
療

ゆ
う

六
│
一

西
棟

二
号

(

障
が
い
福
祉
課)

公
告
第
九
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
自
立
支
援
医
療
機
関
は
、
当
該
指
定
を
辞
退
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

自
立
支
援
医
療

辞
退
し
た

の

種

類

診
療
科
名

う
え
だ
調
剤
薬
局

郡
山
市
西
ノ
内
一
│

平
成
二
二
年

精
神
通
院
医
療

調
剤

二
五
│
二

一
月
三
〇
日

(

障
が
い
福
祉
課)

福
島
県
議
会
訓
令
第
一
号

福
島
県
議
会
事
務
局

福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

福
島
県
議
会
議
長

佐

藤

憲

保

福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程(

平
成
十
三
年
福
島
県
議
会
訓
令
第
四
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中｢

番
号
等｣

を｢

番
号｣

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書

中｢

番
号｣

を｢

記
号
及
び
番
号｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
一
項
第
一
号
中｢

配
達
記
録｣

を｢

特
定
記
録｣

に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中｢配

達
記
録
｣

を｢特
定
記
録
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

総

務

課)
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三

八
四
〇

ペ
ー
ジ

下 上 段

一
八 一

行

午
前
九
時

正

111の２
学 生 証 明 用

福島県立テクノ
アカデミー郡山
職業能力開発
短期大学校長印

午
後
九
時

誤

111の２
学 生 証 明 用

福島県立テクノ
アカデミー郡山
職業能力開発校
短期大学長印

正

誤

○
平
成
十
九
年
十
二
月
十
八
日
付
け
定
例
第
千
九
百
三
十
七
号
中

○
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
付
け
号
外
第
二
十
四
号
中
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